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本資料は、インドの高等教育機関の種類等の高等教育制度の概観と質保証制度を概説するものです。 

インドの教育制度は、連邦政府、各州政府によって異なる場合があること、また、制度があっても運

用の状況にはばらつきがあり、現場の状況は複雑であることがうかがえます。掲載内容は、主に連邦

政府の制度情報（インド連邦政府教育省や連邦政府の下に置かれる規制機関等のウェブサイト等から

の取得情報、２０２４年１１月１１日時点）からまとめています。 

本資料の作成に当たっては、びわこ学院大学教育福祉学部の渡辺雅幸准教授よりご助言・ご協力

を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。 

なお、本資料の内容を含め、インドの教育制度及び高等教育の質保証制度についてまとめた資料

（「インドの高等教育・質保証システムの概要」）の刊行を２０２５年度に予定しています。 

２０２５年３月 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構 

高等教育資格承認情報センター(NIC-Japan) 

  
本資料の内容は、クリエイティブ・コモンズ【表示-非営利４.０国際】ライセンスの下に

提供されています。 

ブリーフィング資料：インドの高等教育・質保証制度 

Briefing on India: Higher Education and Quality Assurance Systems 
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１． 高等教育制度の概観 
 

1-1. 高等教育制度を巡る連邦と州の関係 

インドは連邦共和制国家であり、連邦を構成する各州は立法権を含め大幅な自治権を有している。   

１９４９年の憲法制定時、大学を含む教育は、州政府管轄事項と規定され、その後、１９７６年の憲法改正時

に連邦と州政府の共管事項となった。州によって一部で異なる教育制度が採用されているが、これは連

邦制の下、言語をはじめ、各州の社会・経済的な実情に応じた教育制度が採用されてきたためである。連

邦は、無償義務教育に関する子どもの権利法や、規制機関に関連した法令等を定めているが、実際の教育

制度を規定する法令は、州ごとに制定される。 

大学については、国立大学は連邦法によって設置されるが、州立大学及び私立大学は、州議会が制定

する大学設置に関する法令によって設置される。 

 

1-2. 学校教育制度と教育課程の種類 

インドの教育は、就学前教育、初等教育（初等学校における前期初等教育、上級初等学校における後期

初等教育）、中等教育（主に、中等学校における前期中等教育、上級中等学校における後期中等教育）、高

等教育（一般教育、技術・職業専門教育）で構成される。 

各教育段階の修学年数は、初等教育が８年（５年制の初等学校とそれに続く３年制の上級初等学校）、中

等教育が４年（２年制の中等学校とそれに続く２年制の上級中等学校）、高等教育の学士課程が通常３年と

なっている（表１）1。義務教育は、６歳から１４歳の８年であり、この期間を５年制の初等学校とそれに続く３

年制の上級初等学校としている州が多いが、これと異なる州もみられる。上級中等学校の課程を修了した

者（ただし上級中等学校の最終学年の終了時に課せられる修了試験に合格した者）には、高等教育の学士

課程への入学資格が認められる。 

高等教育機関は、大学／大学レベルの機関(Universities/University level institutions)、カレ

ッジ(Colleges)、主に技術・職業専門教育を行う独立型機関（Stand-alone institutions）に大別さ

れる。ポリテクニク等の独立型機関で提供される技術・職業専門教育には、中等教育レベルから大学院レ

ベルまで様々なレベルの課程がある。 

 

 
1 １９４７年の英国からの独立以来、初等教育、中等教育の修学年数の統一化が図られてきたが、現在も修学年数の異なる州がある。

中等教育（前期・後期）は、初等教育を８年とする州では４年（中等学校２年＋上級中等学校２年）、７年とする州では５年（中等学校３

年＋上級中等学校２年）である。 

なお、インドの教育制度は「10+2+3」制と表されることが多い。これは１９６８年の国家教育政策において掲げられたもので、１０

年間の学校教育（初等教育、上級初等教育、中等教育）、２年間の上級中等教育、及び３年間の高等教育を意味する。上級中等教育が

学校教育に含まれず「+2」とされているのは、州によって上級中等教育を学校教育ではなくカレッジ（高等教育）で行っているケー

スがあるためである。さらに１９８６年の国家教育政策では、学校教育における初等教育、上級初等教育、中等教育の修学年数をそれ

ぞれ５年間、３年間、２年間に統一化することが掲げられた。 

２０２０年７月に人的資源開発省（Ministry of Human Resource Development：MHRD。現・教育省）が発表した、３４年

ぶりの国家教育政策となる「国家教育政策２０２０（National Education Policy 2020: NEP2020）」では、２０４０年を目標年

次として、学校教育制度、高等教育制度、高等教育の質保証を含めた様々な見直しが提言されている。学校教育制度に関する改革

目標として、就学年齢の早期化、各教育段階の修学年数の変更、義務教育機関の変更等が掲げられた。現在、NEP202０の実施に

向けた検討・準備を連邦政府及び各州が進めている段階にあるとみられる（※改革の進捗状況等については調査中）。 

MHRD. (1968). National Policy on Education 1968. 4. (17). 

MHRD. (1998). National Policy on Education 1986 (As modified in 1992) with National Policy on Education, 1968. 3.3. 

文部科学省（２０１７）「世界の学校体系（アジア）：インド」 
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表１： 主な教育課程の種類・標準的な修学年数等※１ 

主な教育課程 
標準的な 

修学年数 

代表的な 

教育機関 
取得できる資格 

就学前教育 １～３年 幼稚園 ― 

初等教育［義務教育］ 

・ 前期初等教育 

・ 後期初等教育 

 

５年 

３年 

 

初等学校 

上級初等学校 

 

― 

初等学校修了証（通算８年） 

中等教育 

・ 前期中等教育 

・ 後期中等教育 

 

２年 

２年 

 

中等学校 

上級中等学校 

 

中等学校修了証（通算１０年）※２ 

上級中等学校修了証（通算１２年）※２ 

技術・職業専門教育※３ 

・ 当該職種に関する職業教育 

［中等教育レベル］ 

 

１年または２年 

 

産業訓練機関 

 

当該職種の国家資格（National 

Trade Certificate） 

・ サーティフィケイト 

［後期中等教育、中等後・非高等教

育レベル］ 

９か月未満 独立型機関 Certificate 

・ ディプロマ 

［中等後・非高等教育、短期高等教

育レベル］ 

９か月未満から

３年程度 

独立型機関 Diploma 

・ ポスト・ディプロマ 

［ディプロマ後の課程（※レベルは

不明）］ 

１.５年または 

２年 

独立型機関 Post Diploma 

・ ポスト・グラデュエートディプロマ 

［修士レベル］ 

1～２年 独立型機関 Post Graduate Diploma 

高等教育（主に学術系教育）※４ ※５ 

 ・ 学士 

 ・ 優等学士※６ 

 ・ 修士※７ 

 ・ 研究修士 

 ・ 博士 

 

３～５.５年 

３～４年 

２年 

１～２年 

３年以上 

 

大学、カレッジ 

大学、カレッジ 

大学、カレッジ 

大学、カレッジ 

大学、カレッジ 

 

Bachelor 

Bachelor of Honours 

Master 

Master of Philosophy (M.Phil.) 

Ph.D. 

＜注記＞ 

※１ 各州の法制度や実情等に応じ、実際には本表記載以外の課程や教育機関種が存在したり、修学年数等が異なる場合がある。

初等教育、中等教育の修学年数については、多くの州で採用されている年数を記載している。 

※２ 「中等学校修了証（通算１０年）」及び「上級中等学校修了証（通算１２年）」は総称であり、実際の名称は、修了証取得のための試

験の実施機関によって異なる。 

※３ インドの技術・職業専門教育は、主に、高等教育機関として分類される独立型機関（ポリテクニク等）で行われるが、中等学校修

了者を主な対象として各職種に関する職業訓練を実施する産業訓練機関（Industrial Training Institutes: ITI）でも行

われる。ほかにも、中等学校、上級中等学校に一般教育（general education）のコースに加えて、職業教育系のコース

(vocational stream programmes)が置かれたり、大学、カレッジでも職業教育志向の学士課程（Bachelor of 

vocational education）や修士課程が置かれる場合がある。また、インドの技術・職業専門教育は分野や課程により中等教

育レベルから大学院レベルまで様々なレベルがあり、［ ］で付記した情報は以下の文献に依拠した。 

Government of India. (2014). Indian Standard Classification of Education (InSCED). 

※４ カレッジには学位授与権が無く、提携（affiliate）等の形態で関係を持つ大学から学位が授与される。２-２.（２）参照。 

※５ サーティフィケイト、ディプロマ等の非学位の資格は、独立型機関の資格を指す場合が多いが、大学やカレッジも短期の課程の教

育資格として、ディプロマやサーティフィケイト等を付与することができる。なお、大学補助金委員会（University Grants 

Commission: UGC）のウェブサイトに、大学におけるディプロマ等の課程について、「UGC はディプロマやサーティフィケイト

の課程については規定していないが、必要な場合に管轄の、または法で定められた委員会 (governing councils 

/statutory council)による所定の承認を得て、大学もディプロマ等の課程を提供することができる」との記述がある。 

UGC. (NA). Frequently Asked Questions (FAQs).  

※６ 人文・社会科学、商学、理学の分野において、通常の学士課程とは別に、優等学士の課程が置かれることがある。 
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※７ 修士課程は、通常、修士論文を課さないコースワークのみの２年制であり、コースワークを修了すれば修士の学位が授与され

る。一方、研究修士（M.Phil.）課程は、修士課程後の上級の大学院研究課程であり、通常コースワークに加え、論文が課される。 

＜主な参考文献＞ 

 AICTE. (NA). Approval Process Handbook 2024-25 to 2026-27. 

 AIU. (1991). Letter NO. EV/11(354)/91 dated on 25 July 1991.  

 NIOS. (2021). Bye-laws Governing Examinations and Certification 2012 (Revised and Amended upto 2021).  

 Government of India. (2014). Indian Standard Classification of Education (InSCED). 

 MHRD. (1990). Resolution, No. F.5-24/90-Sch.3. 

 UGC. (2003). UGC (Minimum Standards of Instruction for the Grant of the First Degree through Formal Education) 

Regulations, 2003. 

 UGC. (2003). UGC (Minimum Standards of Instruction for the Grant of the Master’s Degree through Formal 

Education) Regulations, 2003. 

 UGC. (2014). University Grants Commission Specification of Degrees. 

 UGC. (2016). UGC (Minimum Standards and Procedure for Award of M. Phil./Ph.D. Degree) Regulation, 2016. 

 UNESCO-UNEVOC. (2018). TVET Country Profile India. 

 

 

2. 高等教育機関の種類・設置 
 

2-1. 高等教育機関の基本構成 

インドの高等教育機関は、「大学（Universities）」、「カレッジ（Colleges）」、及び「独立型機関

（Stand-alone institutions）」で構成され、役割・機能、学位授与権の有無、学位課程を設置できる権

限の有無、大学との提携（affiliate）関係の有無によって分類される。大学は、学位授与権を持つ機関で

あり、主に大学院課程の教育と研究を行うほか、学士課程の教育も行う。カレッジは、自身では学位授与

権を持たない機関であり、その多くが大学と提携の関係を持ち、大学が策定したカリキュラムに基づいて

主に学士課程の教育を行い、当該課程の修了により、提携関係にある大学から学位等が授与される。独立

型機関は、大学との提携関係を持たないゆえ、大学から「独立（stand-alone）」した教育機関と称される。

よって学位授与権は持たず、中等教育レベルから大学院レベルまで様々な段階の技術・職業専門教育を行

う。ポリテクニク等が独立型機関に分類される。 

大学、カレッジ、独立型機関それぞれにおいて、設置者の別により、国立（連邦政府が設置）、州立（州政

府が設置）、私立（民間団体が設置）がある。 

インド全体の高等教育機関数は５８,６４３機関、うち大学は１,１６８校、カレッジは４５,４７３校、独立型機

関は１２,００２校であり、全高等教育機関数の約７８％、在学者数の約７３％をカレッジが占め、インドの高

等教育において重要な役割を担っている2。 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 Ministry of Education (MoE). (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. pp.7-16. 
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2-2. 高等教育機関の種類 

(1) 大学 

大学は UGC 法（１９５６年）3に基づく教育機関（第２条4）で、主に大学院課程の教育・研究を行うほか、

学士課程も置く。大学は、連邦議会または州議会における大学設置に関する法律の制定を通じて設置さ

れ、国立・州立・私立の設置者別や運営形態別に様々な種類がある。インドではいわゆる大学

（Universities）以外にも準大学（同法第３条）等の学位授与権を持つ高等教育機関があり（University 

level institutions）、それらはすべて「大学」として分類されている。 

大学は学位授与権を持ち5、学士、優等学士、修士、研究修士（M.Phil.）、博士の学位を授与することが

できる。インドにおいて学位の授与は、UGC 法第２２条により、その権限を与えられた大学または同法に

より権限を与えられたその他の機関（同法において「大学」として分類される高等教育機関種）にのみ認め

られており、大学以外の機関が学位を授与することは禁じられている。学位の名称は、UGC 法により連

邦政府による事前承認の上、官報の通知によって UGC が特定したものと同条で規定されており、２０１４

年７月時点で、１７の分野に１２９の学位の名称が存在する6。 

なお、大学は主に学位を授与する課程を提供する教育機関であるが、サーティフィケイト、ディプロマ等

の資格を取得できる短期の課程や、職業教育志向の学士課程や修士課程が置かれている場合がある（表

１の注記３、５参照）。 

 

■ 「大学」の分類 

インド教育省の資料7によると、「大学」は主に国立（＝連邦立）大学（Central university）、州立大学 

（State university）、私立大学（Private university）、準大学（Institution-deemed-to-be 

university。「Deemed university」という英語表記、「みなし大学」という日本語表記もみられる）、国

家的重要機関（Institute of National Importance）の５つに分類される。このほか、国立・州立・私

立の公開大学（Open university）や、機関数は少ないが州法（State Legislature Act）に基づく機

関（医学教育機関）、連邦法・州法によって学位授与権を与えられ「大学」に分類されている教育機関があ

る（表２）。 

 

 
3 インド憲法に基づき「インドの高等教育の基準の調整と設定」を担う機関である大学補助金委員会（University Grants 

Commission: UGC）の設置根拠となる、連邦政府が制定した法律。 

UGC. (2002). The University Grants Commission Act, 1956 (As modified up to the 20th December, 1985) and Rules & 

Regulations under the Act. 
4 「『大学』とは、連邦法（Central Act）、地方法（Provincial Act）、州法（State Act）によって設立または設置されている教育

機関であって、本法の規定(regulations)に基づき認定（recognise）される。」（第２条）と規定されている。 
5 UGC. (2003). UGC (Minimum Standards of Instruction for the Grant of the First Degree through Formal Education) 

Regulations, 2003. 5. Syllabus. 6. Examination and Evaluation. 8. Award of Degrees.   

UGC. (2003). UGC (Minimum Standards of Instruction for the Grant of the Master's Degree through Formal Education) 

Regulations, 2003. 5. Syllabus. 6. Examination and Evaluation. 8. Award of Degrees.  

UGC. (2016). UGC (Minimum Standards and Procedure for Award of M.PHIL./PH.D Degrees) Regulations, 2016. 7. Course 

Work. 9. Evaluation and Assessment Methods, minimum standards/credits for award of the degree, etc. 
6 UGC. (2014). University Grants Commission Specification of Degrees. 
7 MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. Annexure-2 ほか 
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表２： 「大学」に分類される機関の種類 

種類 概要 

国立大学 

（Central university） 

連邦法に基づき連邦政府によって設置・運営される大学。傘下にカレッジを持

つ提携大学と、提携カレッジを持たない単一型大学の２種類の形態がある。 

州立大学 

（State university） 

州法に基づき州政府によって設置・運営される大学。主に州政府の資金で運

営されるが、UGC を通じて連邦政府からの財政支援を受けることもある。国

立大学と同様に提携大学と単一型大学の２種類の形態がある。 

私立大学 

 （Private university） 

州法に基づいて設置され、民間団体が運営する大学。なお、連邦法に基づく私

立大学の設置も可能である。 

準大学／みなし大学 

（Institution-deemed-

to-be university 

/Deemed university） 

大学以外の機関（研究所等）のうち一定の条件を満たし、UGC の助言に基づ

き連邦政府によって「大学に準ずる機関」として認可され、大学相当の権限（学

位授与権等）が与えられた機関（UGC 法第３条）。公立（政府が運営）と私立

（政府補助型私立、自弁型私立）がある。 

国家的重要機関 

（Institute of National 

Importance） 

国の経済発展等に貢献する高度技能人材の育成の中心的な役割を果たすた

め、連邦法により設置され、財政支援を受ける機関。工学、経営学、医学、薬学、

科学、建築、デザイン、食品等、分野は多岐にわたる。分野により教育省以外の

省庁が所管する。 

（例） 

・ インド工科大学（Indian Institute of Technology。通称 IIT）  

・ インド経営大学院（Indian Institute of Management。通称 IIM） 

・ 全インド医科大学（All India Institute of Medical Sciences。通称 AIIMS） 

公開大学 

（Open university） 

遠隔教育を行う大学。国立、州立、私立がある。 

州法に基づく機関 

（医療系教育機関） 

地域の医療体制上の目的で州政府、連邦政府により設置され、大学としての

法的位置づけと学位授与権が与えられた教育機関。 

※ 現在確認できる限り、医療系の６機関がある。 

（例） 

・ Nizam’s Institute of Medical Sciences, Hyderabad（テランガーナ州

法により設置） 

・ Sri Venkateswara Institute of Medical Sciences, Tirupati（アーンド

ラ・プラデーシュ州法により設置）  

その他の 

大学に分類される機関 

連邦法・州法によって学位授与権が与えられた教育機関。 

（例） National Institute of Fashion Technology（連邦法である The 

National Institute of Fashion Technology Act（2006）により設置） 

＜主な参考文献＞ 

・ MoE. (NA). University and Higher Education.  

・ MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. Annexure-2. ほか  

・ Shah, P.J. (2015). Regulatory Structure of Higher Education in India. 

・ 渡辺雅幸（２０１９）「インドにおける学位制度」（南部広孝編『後進国における学位制度の研究』（広島大学高等教育研究開発セン

ター高等教育研究叢書１４８）に所収） 
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図１： 「大学」に分類される機関種と規模 

＜主な参考文献＞ 

・ MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. p.i 及び Annexure-2. 

 

■ 大学とカレッジの提携関係 

UGC の規定により、国立大学と州立大学は傘下にカレッジを置くことができる。一方、私立大学と準大

学はカレッジを傘下に置くことが認められていない8。傘下にカレッジを置いている状態はカレッジとの

「提携（affiliate）」関係があるとされ、カレッジを傘下に持つ国立または州立大学は「提携大学

（Affiliating university）」、カレッジを傘下に持たない国立または州立大学は「単一型大学(Unitary 

university)」9と呼ばれる。ただし、単一型大学であっても大学内に「学内カレッジ（Constituent 

college）」を設置している場合がある。 

大学とカレッジの「提携」の手続きとしては、大学との提携関係を希望するカレッジからの申請に基づき

大学が審査し、合格した場合に当該カレッジが大学の傘下に置かれる。提携大学は、傘下に置くカレッジ

の教育内容や運営を監督する責任を持ち、カレッジの学生受入れやカリキュラムの作成・決定、入学試験

 
8 UGC. (2002). The University Grants Commission Act, 1956 (As modified up to the 20th December, 1985) and Rules & 

Regulations under the Act. 12A (1) (b).  

UGC. (2003). UGC (Establishment of and Maintenance of Standards in Private Universities) Regulations, 2003. 3. 

Establishment and recognition of Private Universities. 3.2.  

UGC. (2010). UGC (Affiliation of Colleges by Universities) Regulations, 2009.  

UGC. (2019). UGC (Institutions Deemed to Be Universities) Regulations, 2019. 13.0 Institution Deemed to be 

University to be Unitary. 

なお、国家的重要機関、国立・州立の公開大学、州法に基づく機関、その他の大学に分類される機関がカレッジを傘下に持つこと

ができるかどうかは調査中であるが、教育省による全インド高等教育調査（AISHE）ウェブサイトのカレッジの一覧によると、国家的

重要機関の中にカレッジを傘下に持っている例や、カレッジと提携しているとみられる私立大学がごく少数あり、中央（連邦政府）の

制度（UGC 法）と実態に差がみられる。 

https://dashboard.aishe.gov.in/hedirectory/#/institutionDirectory/universityDetails/C/ALL 
9 「単一型大学」は教育活動も行うが、研究に重点を置いた機関とされる。 

Embassy of India, Paramaribo, Suriname. Higher Education System in India.   

５３校

４２３校

公立・私立合わせて１２４校

１８校（国立１・州立１６・私立１）

※「その他の大学に分類される機関」を除く

１,１６８校
準大学/みなし大学

国家的重要機関

公開大学

州法に基づく機関

大学 ３９１校

１５３校

６校

国立大学 提携大学 （カレッジを傘下に置く大学）

単一型大学 （カレッジを傘下に置かない大学）

提携大学 （カレッジを傘下に置く大学）

単一型大学 （カレッジを傘下に置かない大学）

州立大学

私立大学

https://dashboard.aishe.gov.in/hedirectory/#/institutionDirectory/universityDetails/C/ALL
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を含む試験の実施、学位の授与を行う10。一般に提携大学は、大学院や研究所等のある中央キャンパスと、

学士課程の教育を中心に行う多数11の小規模カレッジで構成される。 

 

(2) カレッジ 

カレッジは、大学が授与する資格（学位またはそれ以外の資格）を得るための課程を提供する機関であ

り、大学の規則や規制に基づき当該資格の取得のための学修課程を提供する能力があると大学に認めら

れた機関（UGC 法第１２条Ａ(b)及び(d)）である12。大学が大学院課程の教育の提供や研究機能を重視し

ているのに対し、カレッジは主に学士課程の教育を担っている13。カレッジの大半は、国立または州立大学

と提携関係を結び大学の傘下に置かれる「提携カレッジ（Affiliated college）」である。また、大学内の

一組織として設置される「学内カレッジ（Constituent college または University college と呼ば

れる）」等の形態もある14。 

カレッジは、設置者別の種類として国立カレッジ（Central college）、州立カレッジ（State 

college）、私立カレッジ（Private college）に分かれる。国立カレッジと州立カレッジは、政府の資金に

よって運営されるという意味で「政府系カレッジ（Government college）」としてまとめられる。一方、

私立カレッジには、政府の財政支援を受けるカレッジ（政府補助型私立カレッジ。Private college 

(aided)）と、財政支援を受けないカレッジ（自弁型私立カレッジ。Private college (unaided)）があ

る。 

いずれの種類であってもカレッジ自身に学位授与権は無く、提携または関係する大学から学位が授与

される。また、大学と同様に、カレッジにもディプロマ等の資格を取得できる短期の課程や、職業教育志向

の学士課程や修士課程が置かれている場合がある（表１の注記３、５参照）。カレッジの設置には立法は必

要とされず、提携または関係する大学の判断（審査と認可）に基づき設置される。 

提携カレッジ、学内カレッジの学生は、提携または関係する大学が管理する選抜試験により入学し、大

学が作成・決定したカリキュラムに沿って学修し、大学が監督する試験を受け、所定の学位課程を修了す

ると大学から学位が授与される15。 

 
10 UGC. (2002). The University Grants Commission Act, 1956 (As modified up to the 20th December, 1985) and Rules & 

Regulations under the Act. 

UGC. (2010). UGC (Affiliation of Colleges by Universities) Regulations, 2009. 
11 佐々木（２０１７）によれば、一つの提携大学が傘下に置くカレッジの数は１００校以下が過半数であるのに対し、数百校の提携カレ

ッジを持つ大学もある。なかには、World Education Services （WES）によればウッタル・プラデーシュ州の Chhatrapati 

Shahu Ji Maharaj Kanpur University のように１,２７６（２０１７年）の提携カレッジを傘下に持つ大学もある。 

佐々木宏（2017）「インド高等教育の発展動向-高等教育機関データベース All India Survey on Higher Education の検討（資

料）」. 『アジア経済』５８巻(2017)１号. 

World Education Services (WES). (2018). Education in India. World Education News + Reviews. 
12 UGC. (2002). The University Grants Commission Act, 1956 (As modified up to the 20th December, 1985) and Rules & 

Regulations under the Act.  
13 ただし、カレッジにも修士課程が置かれることがあるほか、ＵＧＣの規定を満たせば、さらに上位の課程（研究修士課程、博士課

程）を置くこともできる。 

Agarwal, Pawan. (2009). Indian Higher Education. Sage Publications. p.313. 

UGC. (2016). UGC (Minimum Standards and Procedure for Award of M.PHIL./PH.D Degrees) Regulations. 10. Academic, 

Administrative and infrastructure requirement to be fulfilled by Colleges for getting recognition for offering 

M.Phil./Ph.D. programmes. 
14 UGC. (2002). The University Grants Commission Act, 1956 (As modified up to the 20th December, 1985) and Rules & 

Regulations under the Act.  

MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. Annexure-2. 
15 UGC. (2010). UGC (Affiliation of Colleges by Universities) Regulation, 2009. Definitions: In these Regulations: 

2.2 “college.” 
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カレッジの数はインド全体で４５,４７３校16と非常に多く、インドの高等教育において重要な役割を果た

している。また、約半数は地方部に設置されており、地方における高等教育への需要を満たす上で大きな

役割を果たしている。カレッジの多くが非常に小規模である点もインドのカレッジの特徴とされる17。 

なお、提携カレッジ及び学内カレッジは、UGC による審査を経て「自治カレッジ（Autonomous 

college）」になることができる。自治カレッジには、カレッジ自身に学生受入れ、カリキュラム、試験等に

ついての決定権が与えられる。ただし、自治カレッジであっても学位授与権はなく、学位は提携または関

係する大学から授与され、学位証書に大学名とともに自治カレッジの名称が記載される18。 

 

(3) 独立型機関 

大学との提携関係を持たず、主に特定の専門分野の技術・職業専門教育を担う高等教育機関は総称し

て「独立型機関（Stand-alone institution）」と呼ばれる。ポリテクニク等の技術教育機関、教員養成機

関、看護師養成機関、連邦または州の様々な省庁の直接の管理下にある機関、経営学におけるポスト・グ

ラデュエートディプロマレベルの教育を行う機関（ビジネススクール）、医療補助（Paramedical）分野の

教育を行う機関、ホテル経営・ケータリング技術に関する教育を行う機関がこれに分類される19。 

独立型機関は１２，００２校あり、高等教育機関総数の約２0％に当たる。うち、技術教育機関、教員養成

機関、看護師養成機関がそれぞれ３,０００校以上ある。独立型機関全体の学生数は約２０７万人で、うち技

術教育機関の学生数が約７割を占める（約１４２万人）20。 

独立型機関では、サーティフィケイト、ディプロマ、ポスト・グラデュエートディプロマ等の非学位の資格

を授与する課程を置くことができ、分野や課程によって、後期中等教育レベル、中等後・非高等教育レベル、

短期高等教育レベル、修士レベルといった様々なレベルの技術・職業専門教育が行われる21。 

独立型機関の教育内容や学校運営、資格授与に関しては、当該専門分野の規制機関、州政府、関係省庁

による規制・監督を受ける。学生受入れ、カリキュラム作成、試験の実施については、規制機関等の規制内

容に基づき独立型機関が担う。 

 

 

 
16 Ministry of Education (MoE). (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. pp.7-16. 
17 例えば佐々木（2017）は、カレッジの４３％は単一のプログラムしか持たない小規模の教育機関であり、在籍者数が２００人に満

たないカレッジが全体の４１％を占めること、また、こうした単一プログラムのカレッジのうち、８０％は私立のカレッジであると述べ

ている。 

佐々木宏（2017）「インド高等教育の発展動向-高等教育機関データベース All India Survey on Higher Education の検討（資

料）」. 『アジア経済』５８巻(2017)１号. p.80. 
18 UGC. (2018). University Grants Commission (Conferment of Autonomous Status Upon Colleges and Measures for 

Maintenance of Standards in Autonomous Colleges) Regulations, 2018. (3. Role/Terms and Conditions of an Autonomous 

College, 3.4). 
19 MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. pp.14-15, Table 9, Annexure-2. 
20 なお、ここに示す機関数は下記調査での調査対象機関数（登録数）であり、学生数は調査対象機関からの回答（回答率約８８％）の

集計値である。 

MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. Table 9, Annexure-2. 
21 Government of India. (2014). Indian Standard Classification of Education (InSCED).  

MoE. (2024). All India Survey on Higher Education 2021-22. Annexure-2.  
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3． 高等教育の質保証制度等 
 

3-1. 質保証制度の概略 

インドの高等教育質保証制度は、設置の認可、規制（基準の設定と維持）22 、外部質保証、及び内部質保

証で構成される。 

 

（１） 設置の認可と規制（基準の設定と維持） 

１９５０年に施行されたインド憲法は、第７附則において連邦と州の大学の設置等に関する立法権を定

めており、国立大学と国家的重要機関は連邦法に基づき、州立大学と私立大学は州法に基づき設置され

る。準大学は、大学補助金委員会（UGC）法（１９５６年）に基づき連邦政府が認可している。カレッジは提

携する大学の判断に基づき設置され、独立型機関は各専門分野の規制機関の規則に基づき設置される。 

１９５６年に人的資源開発省（MHRD。現・教育省）の下に設置された UGC は、高等教育の規制（基準の

設定と維持）とともに、高等教育機関への連邦予算の配分を担っている。UGC が設定・維持する高等教育

に関する基準の範囲は、施設、教育内容、教員採用、財政、試験、研究等、多岐にわたり23、最低要件等を

定めてすべての高等教育機関に遵守を求めている。高等教育機関による規制の遵守は、予算配分と連動

している。 

また、技術・職業専門教育の規制を担う機関として、全インド技術教育評議会（All India Council for 

Technical Education：AICTE）、インド農業研究評議会（ Indian Council of Agricultural 

Research：ICAR）、インド看護審議会（Indian Nursing Council：INC）等、１４の専門分野別規制機

関がある24。 

高等教育機関の規制については、連邦政府が基準の設定による教育水準の維持等を担うとともに、各

州の高等教育機関に対する助成を行う一方25 、州政府は個別の高等教育機関の設置、運営を通じて規制

を行う26 27。本節では、連邦政府の取組について述べる。  

 

■ 歴史的経緯 

UGC が創設された１９５０年代は、インドの高等教育機関数は限られ、進学できる学生も限られていた。

その後、高等教育の需要拡大を受けて、各州において州立大学・私立大学の設置が急速に進み、また州立

大学と提携する州立・私立カレッジの新設が進んだ28が、このことは高等教育の質への懸念につながった。 

 
22 インドの質保証制度においては、「規制」は「基準の設定と維持」を意味すると理解されている。これはインド憲法第７附則におけ

る「連邦政府は高等教育機関の基準の調整と設定（co-ordination and determination of standards）を担う」との規定の

下、連邦機関である UGC が規制を行っており、また UGC の機能を定めた UGC 法第１２条「大学補助金委員会の機能」において、

UGC の機能の一つが「大学における教育、試験及び研究における基準の設定と維持（determination and maintenance of 

standards of teaching, examination and research in Universities）」と規定されているためである。この規定を根拠

としてＵＧＣは各種の規制（Regulations）を実施している。 
23 UGC. (NA). UGC Mandate. また UGC 創設以来の経緯や機能については、Sharma, Kavita, A. (2013). Sixty Years of the 

University Grants Commission.に詳しい。  
24 UGC. Professional Councils. 
25 Sharma, Kavita, A. (2013). Sixty Years of the University Grants Commission. p.40. 
26 Bhushan, Sudhanshu and Verma, Ankita. (2017). Quality Assurance in Higher Education – An Indian Experience. p. 54. 
27 Tilak, J.B.G. (2017). Union-State Relations in India’s Higher Education. p.30. 
28 Varghese, N.V. (2015). Challenges of Massification of Higher Education in India. pp.3-7.  
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高等教育機関数、在学者数は大幅な増加の一途をたどったが29、１９８０年代から９０年代にかけて、新

設大学やカレッジの中には、施設面に不十分さが見られる機関や、UGC が定める高等教育の基準を下回

るといった機関が多数見られるようになった30 31。これを受けて連邦政府は、１９８６年の「国家教育政策

１９８６（NPE1986）」及び１９９２年の「NPE１９８６に関する行動計画１９９２」において、UGC 等の連邦

機関を通じて高等教育機関に対する規制を強化し、施設面での基準を満たせない機関に対しては、適切

な財政上の支援を行う方法を検討するべきであるとした32。その後も教育の質の低下を懸念する UGC

等の規制機関は、高等教育機関に対して、施設面での最低要件や教員の質、雇用に関する規制等、様々な

基準を満たすように求めてきた33。一方でこうした規制については、煩雑な書類手続きが必要となり、重

複する手続内容も多いことから、高等教育機関にとって過度の負担となっていること、また、高等教育機

関の自主的な改革や創造性を阻害し、非効率であるとの指摘がなされてきた34。  

 

（２） アクレディテーションの導入 

「NPE１９８６に関する行動計画１９９２」では、高等教育機関の卓越性（excellence of institutions 

of higher education）を重視し、高等教育機関の質を高めるために、教育機関が自己評価・自己改善

を行うことの重要性が指摘され、それらを促進するためのシステムとしてアクレディテーション制度の導

入が提言された35。 

これを受け、１９９４年に国家評価アクレディテーション審議会（National Assessment and 

Accreditation Council：NAAC）が設立された。また、技術教育分野のアクレディテーションを行う機

関として１９９４年に国家アクレディテーション理事会（National Board of Accreditation：NBA）、

農業分野のアクレディテーションを行う機関として１９９６年に国家農業教育アクレディテーション理事会

（National Agricultural Education Accreditation Board：NAEAB）が設置された。２０１２年に

は機関別アクレディテーションの受審が義務化されている36。また、NAAC が行う機関別アクレディテーシ

ョンで認定を得ることは、UGC をはじめとする連邦予算による財政支援の要件となっている。 

一方、アクレディテーションの受審率は大学が約７０％、カレッジが約３０％と低く、課題となっている37。

これは、近年増加する州立大学及び州立・私立の提携カレッジについては州予算や学生からの授業料で運

 
29 Varghese（2015）は、インドの高等教育の拡大は、①１９５０-７０年の機関数の急増とエリート層を中心とした限定的な高等教

育へのアクセス期、②１９７０-９０年の在学生数の増加率の減少期、③１９９０年以降の再度の在学生数の大規模増加期の３つの時期

に分けることができるとしている。 
30 例えば、「NPE１９８６に関する行動計画１９９２」は、基準を下回る高等教育機関に関する懸念を表明しつつ、「（当時の高等教育

機関の総数に当たる）１５０の大学と５,０００のカレッジの多くに対しては、質と基準を維持するための最低限のインフラが与えられ

てこなかった（※カッコ書きは当機構による補足）」と指摘した。 

MHRD. (1992). National Policy on Education1986: Programme on Action 1992. p.42. 
31 Tilak, J.B.G. (2017). Union-State Relations in India’s Higher Education. pp.30-31.  
32 MHRD. (1992). National Policy on Education1986: Programme on Action 1992. pp.42-43. 
33 Sharma, Kavita, A. (2013). Sixty Years of the University Grants Commission. pp.218-222. また、UGC が定める各種

の規制については、UGC のウェブページ（https://www.ugc.gov.in/regulations）より閲覧できる。 
34 MHRD. (2008). Report of the Committee to Advice on 'Renovation and Rejuvenation of Higher Education' (Prof. 

Yashpal Committee Report). pp.50-51. 
35 MHRD. (1992). National Policy on Education 1986 Programme on Action 1992. pp.49-50. 
36 UGC. (2012). The UGC (Mandatory Assessment and Accreditation of Higher Educational Institutions) Regulations, 

2012, 4. 
37 下記①に記載された大学、カレッジの全機関数と下記②に記載されたアクレディテーションを受審した機関数データを基に算出。 

① MoE. (2020). All India Survey on Higher Education 2019-20. I. 

② NAAC. (2022). Total Number of Accreditations (Status as on 21/06/2022). 

https://www.ugc.gov.in/regulations
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営されている機関が多く、アクレディテーションの認定によって得られる連邦予算からの助成に対するイ

ンセンティブが低いことが一因とされる38 39。 

NAAC による機関別アクレディテーションと連動して、内部質保証の仕組みの整備も進められた。アク

レディテーション受審後の質の改善・向上の取組を促進する学内組織となることを目的として、２００７年

以降 NAAC の主導により、各大学やカレッジにおいて、「内部質保証セル（ Internal Quality 

Assurance Cells：IQAC）」の設置が進められた。現在、UGC、NAAC、AICTE によって、すべての大

学とカレッジでの IQAC の設置が求められている。 

なお、国家的重要機関の一つであるインド工科大学（IIT）は各校間で独自の評価を行っており、

NAAC のアクレディテーションを受審する必要がなかった。今後は他の高等教育機関と同じアクレディテ

ーションのプロセスに含めることが検討されている40。 

 

（３） アクレディテーション機関とアクレディテーションの仕組み 

以下は、主なアクレディテーション機関である。（※他のアクレディテーション機関については調査中） 

 国 家評 価 ア クレディ テー ショ ン 審 議 会（ National Assessment and Accreditation 

Council：NAAC） 

➢ 大学（国立大学、州立大学、私立大学、準大学、国家的重要機関）、カレッジ（提携カレッジ、

学内カレッジ、自治カレッジ）に対する機関別のアクレディテーションを行う。 

 国家アクレディテーション理事会（National Board of Accreditation：NBA） 

➢ 技術分野（工学・科学技術、経営、薬学、建築学・応用美術工芸、コンピュータ利用技術、ホテ

ル経営・ケータリング技術）のプログラム（学士課程、大学院課程、ディプロマ）のアクレディ

テーションを行う。対象機関は大学（国立大学、州立大学、私立大学、準大学、国家的重要機

関）、カレッジ（提携カレッジ、学内カレッジ、自治カレッジ）。機関別アクレディテーションは

行わない。 

 国家農業教育アクレディテーション理事会（National Agricultural Education Accreditation 

Board: NAEAB） 

➢ 農業及び農業関連分野（獣医学、水産、園芸）の大学、カレッジ、学位プログラムのアクレデ

ィテーションを行う。対象機関は農業大学及び農業大学と提携等の関係をもつカレッジ、総

合大学の農業カレッジ・農業プログラム。 

 

 
38 The Indian Express. (March 18, 2018). Why 60 per cent colleges in Maharashtra don’t have NAAC grading. 
39 伸び悩やむアクレディテーション受審率の問題を受けて、NAAC はアクレディテーション受審率の向上を目指した新制度の導入

に取り組んでいる。２０２２年２月には、カレッジを対象として機関設置１年後から受審できる、暫定アクレディテーション

（Provisional Accreditation for Colleges: PAC）の導入を発表している。PAC は通常のアクレディテーションと比較して、

より簡便な１０の定量的質問項目と１５の定性的質問項目によって審査が行われる。PAC で「暫定認定（Provisionally 

Accredited, PAC 制度における実質的な“認定”に該当する）」とされた場合、その資格は２年間有効であり、２回まで受審が可能

となる。またその後は通常のアクレディテーション受審へと移行するシステムとなっており、カレッジに対する通常のアクレディテー

ション受審を後押しし、受審率の向上を狙っている。PAC のガイドラインについては、NAAC のウェブページに掲載されている  

（※２０２５年３月２５日現在アクセス不可）。 
40 MoE. (2023). Transformative Reform for strengthening periodic assessment and accreditation of all higher 

education institutions in India. p.15.  

The Times of India. (June 1, 2023). Radhakrishnan Committee suggests inclusion of IITs in the formal accreditation system. 
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■評価手順、評価結果等 

アクレディテーションは、アクレディテーション機関が設定する評価基準・評価項目に沿って、評価（大学

関係者等の外部評価委員によるピア評価）が行われる。 

評価結果は、NAAC では８段階の評点・評語（A++、A＋、A、B＋＋、B+、B、C、D。D は不認証）、NBA は

認証／不認証の２種類、NAEAB は５段階の評点・評語（A+、A、B、C、Nil。Nil は不認証）で示される。 

不認証の場合、UGC の高等教育機関リストからの抹消（NAAC）、資金援助の停止等の措置がとられる。 

 

＜評価基準・項目等＞ 

 NAAC ：  Guidelines to Peer Team (Assessors)、Institutional Accreditation, Manual

   for Self-Study Report, Universities 

  ※ NAAC のウェブサイトは、２０２５年３月２５日現在アクセス不可。 

 NBA ：  プログラム別アクレディテーションのマニュアル 

   https://www.nbaind.org/publications 

 NAEAB ：  Guidelines for Accreditation of Higher Agricultural Educational Institutions   

  in India 

   https://icar.org.in/sites/default/files/2023-02/2009_1569835023514.pdf 

 

＜評価結果掲載サイト＞ 

 NAAC ：  各受審機関のウェブサイト 

 NBA ：  https://www.nbaind.org/Accreditationprogram 

  各受審機関のウェブサイト 

 NAEAB ：  https://icar.org.in/status-naeab-accredited-agricultural-universitiescol

            leges-programmes-1-april-2021（2021） 

  https://icar.gov.in/node/11802（2019） 

  各受審機関のウェブサイト 

 

（４） 高等教育質保証制度の抜本的な見直し 

インドの高等教育質保証については、制度が整備される一方で、課題も指摘されてきた。 

２０２０年に発表された「国家教育政策２０２０（NEP２０２０）」では、長年課題となってきた質保証につ

いて、「高等教育機関にとって、質保証は数十年にわたって過重な業務であったが、質向上の効果は限定

的であった。高等教育機関の再活性化のためには、質保証システムの抜本的な見直しが必要である」と指

摘・提言されている41。 

 

 

 
41 MHRD. (2020). National Education Policy 2020. pp.46-48. 

https://www.nbaind.org/publications
https://icar.org.in/sites/default/files/2023-02/2009_1569835023514.pdf
https://www.nbaind.org/Accreditationprogram
https://icar.org.in/status-naeab-accredited-agricultural-universitiescolleges-programmes-1-april-2021
https://icar.org.in/status-naeab-accredited-agricultural-universitiescolleges-programmes-1-april-2021
https://icar.gov.in/node/11802


Briefing on India: Higher Education and Quality Assurance Systems 

 

 

14 

3-2. 高等教育機関のランキング 

連邦教育省が実施するインド独自の高等教育機関のランキングとして、「国家機関別ランキングフレーム

ワーク（National Institutional Ranking Framework：NIRF）」があり、毎年、結果報告書（India 

Rankings）が公表される。２０１８年以降、すべての国立高等教育機関の参加が義務付けられ、２０２１年

には州立・私立の機関を含め約６,０００の機関が参加している。高等教育機関全体の総合ランキングとと

もに、大学／カレッジ／専門分野別のランキングもある。 

https://www.nirfindia.org/home 

 

  

https://www.nirfindia.org/home
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参考文献 

 本資料の作成に当たり、本編脚注及び図表に記載の文献を含む以下の文献を参考にした。また、各機関のウェブ

サイトについては、以下に記載していないウェブページも参照した。 

 ウェブサイト掲載資料は特段記載がない限り、全て２０２５年３月２５日最終アクセス。 
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'Renovation and Rejuvenation of Higher Education' (Prof. Yashpal Committee Report). pp.50-51. 
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https://www.education.gov.in/sites/upload_files/mhrd/files/statistics/InSCED2014.pdf
https://www.nirfindia.org/home
https://www.education.gov.in/university-and-higher-education
https://www.education.gov.in/sites/upload_files/mhrd/files/NEP_Final_English_0.pdf
https://cdnbbsr.s3waas.gov.in/s392049debbe566ca5782a3045cf300a3c/uploads/2024/02/20240214752661331.pdf
https://www.education.gov.in/sites/upload_files/mhrd/files/reforms_moe.pdf
https://cdnbbsr.s3waas.gov.in/s392049debbe566ca5782a3045cf300a3c/uploads/2024/02/20240719952688509.pdf
https://cdnbbsr.s3waas.gov.in/s380537a945c7aaa788ccfcdf1b99b5d8f/uploads/2024/07/20240716890312078.pdf
https://www.ugc.gov.in/pdfnews/FAQs.pdf
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https://www.ugc.gov.in/pdfnews/1295001_DEB-Regulation-2019.pdf
https://aicte-india.org/sites/default/files/approval/APH%20Final.pdf
https://icar.org.in/national-agricultural-education-accreditation-board-1
https://www.nbaind.org/Home
https://www.nios.ac.in/govtcircular.aspx
https://www.indembassysuriname.gov.in/pages.php?id=71
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